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プロフィール

・弟が聴覚障害があったことで、福祉に興味があり
千葉から茨城大学へ。水戸で暮らす。

・学生時代に、障がい者関係のボランティア活動に
参加。「こんな障害者福祉でいいのか」と悩む。
1991年、バブル景気末期に、企業の社会貢献に取
り組み始めた茨城県経営者協会に就職。
米国企業の社会貢献を研究したらNPOの存在を知
り、NPO研究会を立ち上げた。

・1998年にNPO法成立を受け、協会を退職。NPO
の普及のため茨城NPOセンターコモンズを仲間と
立上げ事務局長に就任。



関東鉄道常総線「北水海道駅」

私の住む常総市水海道森下町



22年前に妻の実家のある常総市に引っ越し

近所の方に声をかけられ、子ども会のお祭りを手伝い

子どもの中学校のPTAに関わろうとしたら、本部役員、
会長をすることに

顔見知りができると「自分の地域」と思えるようになり、
だんだん地域が見えてくる

私の「地域づくり」のきっかけ





誰かが声をかけると地域の活動に参加するかも
しれない人はいる

「地域づくり」のポイント１



活動を始めた経緯

私の住んでる常総市（人口６３０００人）で４千人

の外国人が住み、ブラジル人が多かった。

交流できないか、と以前から思っていた。

２００８年秋のリーマンショック時に派遣
切りで多くのブラジル人も失業し、ブラ

ジル学校に行けなく なる子どもが増えて
いるという県外のニュース

日本のこどもと遊ばないブラジルのこども達

このままでいいのか、という疑問

教育の現状を調べることから始めた







ほっておけないと思うコトや人があらわれると
人は動きやすい

「地域づくり」のポイント２



• ハローワークの通訳をしている
方との出会い

• チラシを翻訳してくれた

• ブラジルショップや教会に思い
切って飛び込む

ブラジル料理 なかなかおいしい！！



誰もが安心して暮らせる地域づくりを考える集い
2009年 3月23日

参加者40名



3ヶ月の日本語研修を計4回

150名もの人と出会う



地域の困りごとに関して開かれた対話の場をつ
くると、それまで出会っていなかった人がそれ
ぞれの問題への取り組みや想いを共有すると、
そこから何かが生まれる

「地域づくり」のポイント３



県外国人就労就学サポートセンター受託
常総にもNPOの事務所を開設



ヘルパー講座 履歴書･面接・日本語の勉強



茨城における外国のこどもの教育課題

・小学校の4割、中学校の6割に外国籍児童生

徒がいるが、特に多い学校は県内の一部

・義務教育の対象外 （いなくなるかも知れない存在）

↓

加配教員や国際クラスが少ない。通訳も不足

子どもは日
本語が読
めず苦労

親も教育
支援がで
きない

教師も
孤軍奮
闘状態

学習支
援ボラが
少ない

ダブルリミテッド・・母国語も日本語も身につかず、
夢ももてず、進路を開きにくい状況を改善したい



財源確保は、行政資金だけに頼らず助成財団に
何度でも申請する。お金がついたら人を雇うと
いう発想ではなく、雇用を維持しスタッフを育
て、そのための財源をなんとか確保するという
発想が大切

「地域づくり」のポイント４







はじめのいっぽ保育園



継続性のある財源確保を目指すならニーズと収
益が見込める事業が何か検討し行政と相談しな
がら事業の確立、人材確保に取り組むこと

「地域づくり」のポイント５



中学生のアフタースクール







子どもを介して各世帯とつながったり、子ども
向けのイベントや食事会を企画することで調理
や食材の提供、趣味を生かした活動など「それ
なら手伝える」という人の参加を引き出すこと
もできる

「地域づくり」のポイント６



２０１５年９月１０日のあさ

• 常総市の横田家の近くには鬼怒川という大きな川
が流れています。

• よく川の土手に散歩にいきますが、いつもと景色
がちがいます。





2015年9月10日の洪水



4日水没したコモンズ事務所



水害の復旧で立ち上げた活動

活動分野 活動内容

Ｊ（情報） 『JUNTOS通信』や多言語ラジオ番組の制作

Ｕ（運転） ボランティアによる移動サービス、カーシェア

Ｎ（直し隊） 住宅の改修支援、空家を地域の活動拠点として再生

Ｔ（届け隊） 支援物資を自宅や引っ越し先に届けつつ見守り

Ｏ（お話し隊） 住民が話し合うサロンを開き住民の声を復興計画に反映

Ｓ（住み隊） 孤立しがちな人が、地元で共に暮らせ「福祉長屋」づくり

（学習支援） 被災した中学生の高校受験のための無料塾



地域防災は生きぬくための学びであり、地域づくりそのもの

避難地図を作る
どこを通って、誰と、どこへ、逃げ
るか、どこが危険が、どこに高い建
物があるか、公衆電話、AED、消火
栓がどこにあるか

タイムラインを作る
災害発生のリスクが高また時に、
どの段階で何をするか、いつ、
どこに、誰と避難するか、

避難所の受け入れ態勢作り
最低限の資機材の配備、車椅子でもこられ
るスロープ、電源、トイレ避難所の運営
マニュアル 係、配置を決めておく

避難訓練をする
避難所開設訓練、住民、特に要配慮者が
場所を見ておくことが大切
近所で声をかけあい、関係性を作っておく

情報伝達の仕組み
携帯の電話番号を登録しショート
メールで連絡。今、何世帯いるかわ
かること、支援物資が来たことを伝
える手段があれば、在宅に支援が届
く

自主防災組織を作る
行政任せではなく、自治会、学校、ボ
ランティア団体で組織を作り、日頃か
ら顔の見える関係を作りシュミレー
ションや訓練を重ねていく



地域の不安（ピンチ）を何とかする活動をする
ことで、人のつながりを育む安心な地域づくり
が進められる

「地域づくり」のポイント７



自主防災 二度と逃げ遅れないために

避難マップ作り



避難地図を作る

森下町に続き、
橋本町でも、住民
による街歩きをし、
危険が潜む場所や
高い建物がどこに
あるか模造紙に貼
り、それを元に
地図を作成しまし
た。
地図データには

標高で色分けされ
たものもあり、水
害時の浸水の深さ
に合うように調整
しました。どこが
深くなるか、わか
るように何度も作
り直しました。
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地図づくりは自分たちが地域を知る、取り組み
やすい活動

「地域づくり」のポイント８





市の防災訓練に併せて森下橋本合同避難訓練をします
12月15日（日）９時半〜11時半 避難先 水海道中学校

１.なるべく徒歩で近所で声をかけながらお越しください。
（ペットがいる場合はケージに入れて）

２．避難所に持っていくものをリュックに入れて持参してください。
３．新しくなった海中の体育館を自分で確認しましょう
４．ダンボールベットやテント、トイレなど体験しましょう。
５.避難所運営も体験しましょう
（施設班、物資班、ケア班、情報班、トイレ班などを設けます。

６．炊き出しもします



常総オリジナル防災セット



防災とゴミ、外出支援は国籍や所得に関係なく
共助でなんとかしなければならないテーマ

「地域づくり」のポイント９



誰もがいける避難所開設訓練＠海中



昨年の台風時のショートメールでの連絡



レストランや家がこわされていく





空き家を使って色々な人が集える場をつくり、
その拠点に助け合える関係をつくる

「地域づくり」のポイント10





空家を修復して居場所を作る



経費を削減して住宅を再建した事例２ Hアパート

改修作業の工程 誰が実施したか

床板上げと泥落とし、床下の泥とりと乾燥
発災から3か月以内にボランティアで実施

壁紙、石膏ボード断熱材撤去、消毒

床下の大引き、根太､枠回しの設置 大工が施工しつつ、DIYでも実施

床板の上と壁に断熱材設置 DIYで実施

部屋の仕切り変更に伴う筋違い増設 大工の助言をえつつDIYで実施

床板、石膏ボード設置 DIYで実施

配線付け替え（2世帯を1世帯に）
配線とスイッチ、コンセントづくりは有資格者がDIY。配
電盤交換、200V電線引き込み､東電手続きは電気屋さん

上下水管敷設 水道工事やさんに依頼

一つのトイレと風呂のスペースを拡張 大工の助言をえつつDIYで実施

風呂スペース拡張に伴う柱付け替え 大工の助言をえつつDIYで実施

ユニットバス設置のための基礎工事 業者の指示のもとブロックで土台づくりをDIYで実施

ユニットバスの搬入組み立て 専門業者に依頼

ドア枠やフローリングの設置 大工さんに依頼

台所のレンジフード、棚、流し台の設置 新古品をオークションで購入しDIYで設置 配管は業者

壁紙はり DIYで途中まで行っていたが途中から内装業者に依頼

• 森下町の戸建てアパートの1階も泥水に浸かったままの状態でした。大家さんから直して使ってほしいとの話があり、最初
に泥だしと石膏ボードや断熱材の除去を行いました。廃材の産廃処理費で30万円くらいかかりました。泥を落とした床板
を張り戻し、消毒して一時期は倉庫として使用していましたが、3年近く空き家状態でした。改修費の補助が見込めること
になり、下図の改修図面を作成し2020年12月から3ヶ

月間の工期で改修を実施しました。もともと2世帯向

けの住居の壁と柱をずらし5室の部屋と共用の台所、

風呂とトイレをつくる改修です。車いすで室内の移動

ができるよう設計しました。
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えんがわ
ハイツ

内観

見学できます
お気軽にご連絡ください

個室 クローゼット付き

キッチン

冷蔵庫・食器棚

洗面所 バスルーム

みんなできれいに使いましょう

トイレ

2か所ありま

す

個室３

徒歩10分以内にNPOが運営す

る保育施設、学童保育あり

えんがわハウス内での作業（事

務・飲食・配達・リサイクル等）を

仕事として提供可能

就職・子育てなどについての相談

支援できます

ポルトガル語、英語、タガログ語で

の通訳支援あり

常総線北水海道駅から徒歩2分

小さなお子さんを育てながらシングルで生活されている女性の方専用のシェアハウスが、茨城県常総市に

オープンしました。アパートを2019年に改築し、3家族まで入居できるようになっています。

安定したお仕事や住まいが決まるまでの一定期間ご利用いただけます。

シェアハウス「えんがわハイツ」で、仲間と、私たちと一緒に生活の再スタートをきりませんか。

運営 茨城NPOセンター・コモンズ

電話 : 0297-44-4281     E-mail: juntos@npocommons.org

〒303-0003 茨城県常総市橋本町3571

シングルマザー専用
シェアハウス

入居者募集中！
えんがわ
ハイツ

個室：６畳（鍵、クローゼット、タンス）

共用：キッチン（IHコンロ3口）、洋式ト

イレ2か所、風呂・洗面所、洗濯機、リビン

グ、物置部屋

調理器具や食器、自転車・車の貸出あり

利用料：家賃1か月34,000円（電気、水道光熱費の共益費と相談支援費含む。） 敷金は入居時に家賃1月分）

お問い合わせ： NPOコモンズ 横田 090-8854-0831

シェアハウス内写真は裏面へ



空き家になっていた診療所



住んでいた方のご遺族など持ち主が片づけられ
ないでいる空き家については、片づけや改修を
申し出ると使わせてもらえる可能性がある

「地域づくり」のポイント11



ボランティアの手でリビングが保育室に





えんがわハウスプロジェクト



被災した空き家を多文化・多世代交流拠点に



様々な食を通じた交流



人とのふれあい、達成感のある作業、夢のある
改修プラン、を準備することが地域外からのボ
ランティアが3年も続けてきてくれた要因

「地域づくり」のポイント12





◆2009年 リーマンショックを契機に外国人支援事業を受託として（日本語教室、キャリア支援、相談）
◆2013年 自主事業で外国ルーツの子の学習支援、進学支援を実施 …現在まで外国人支援を実施
◆2015年 鬼怒川水害による諸問題が発生（復興、外国人支援、空家問題、人口減など）

「たすけあいセンターJUNTOS」事業スタート…復興支援（情報、移動、高齢者、防災等）
◆2016年 「JUNTOSハウス」オープン（借家）…復興の拠点、学習支援、地域の人の交流
◆2017年1月 障害者就労支援として「インクルベース」を設立。
◆2017年10月 「ジュントス常総復興まちづくり（株）」設立

「えんがわハウス」が国土交通省スマートウェルネス住宅等モデル事業に選定される
◆2017年12月 県産業大県基金の補助で、「えんがわハウス」の住宅棟を保育園に改修
◆2018年４月 「はじめのいっぽ保育園」事業スタート…認可外保育園スタート
◆2019年3月 「えんがわハウス」の土地建物を株式会社で取得
◆2019年4月 「えんがわハウス」診療所部分の改修工事 10月14日えんがわカフェプレオープン
◆2020年1月 カフェ運営を自主防災を担う「もりはしコミュニティ協議会」を法人化
◆2020年2月 「えんがわハウス」母屋の改修とアパートの改修が終わるがコロナで地域への開放が困難に。
◆2020年4月 「はじめのいっぽ保育園」の0－2歳保育が常総市の認可保育園へ移行
◆2020年7月 アパートをシングルマザー向けシェアハイツとして運用開始

2019年の台風被災地はじめ全国の水害被災地に常総の復興の取組みを伝える活動に取組む。

これまでの常総での取組みのまとめ



ジュントス常総復興まちづくり（株）
（ハード部分を管理・運営）

空家活用

JUNTOSハウス
住まいの提供

えんがわハウス

貸スペース
課題のある人の就労支援

交流事業
（こども、高校生、
高齢者などの居場

所づくり、関係づ
くり

コミュニティ
レストラン事業

（サービスの提供）

インクルベース

障害者雇用

NPO法人
茨城NPOセンター・コモンズ

清掃等

移動等

ＤＩＹ改修の普及
空きアパートのバリ

アフリー改修

ｺﾓﾝｽﾞ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
ｾﾝﾀｰ事業

外国人
多文化共生

はじめの一歩
保育園事業

学童保育
事業

清掃等

たすけあいセンター

JUNTOS事業

（移動、自主防災、

相談）

水害復興

高齢者問題
地域社会

（住民の参加）

もりはしコミュニティ
協議会

常総の事業体制図

・建物の改修・資金管理はまちづくり会社
・被災者や外国籍住民の相談対応とそれに基づく
交流事業や支援の企画運営はNPOコモンズ

・障がい者就労を担う法人 インクル
・カフェでの交流や防災で住民が主体となる
もりはしコミュニティ協議会





空き家活用の場合、借りて使用するか、購入す
るかの選択は大きなポイント

「地域づくり」のポイント13





大きな改修で公的資金も入れて行う際は志のあ
る建築士や工務店の協力が不可欠

「地域づくり」のポイント14







持ち主に地域の思いを
伝えるために皆で書い
た寄せ書き



◆苦しい時に心の支えとなるような言葉をもつこ
と。
信念をもって自ら取組み、それを発信していけ
ば応援してくれる人はきっと現われる、と信じ
ること。

「地域づくり」のポイント15



多世代・多文化が交わるえんがわハウスで
空き家を生かした水害復興のモデルを創ります

応援よろしくおねがいします。


